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当科における腹腔鏡手術
の導入経験
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【目的】当科では鏡視下小切開手術を主として
行っていたが，本年 1月より体腔鏡下手術も導
入した．導入経験を報告する．
【対象】本年 1月 30日より 10月 3日までに体
腔鏡下手術を行った 34例．
【結果】男性 23例，女性 11例．疾患は腎癌 13
例（8例は単孔式，2例は部分切除），腎盂尿管
癌 8例，副腎腫瘍 6例（4例は単孔式），無機能
腎 2例．腎摘の 1例で出血により解放手術へ移
行した．根治的腎摘症例における出血量中央
値：32.5 ml，手術時間中央値：271分であった．
【考察】根治的腎摘における 1例で解放手術へ
の移行が見られたものの，おおむね出血量は少
量であり，また臓器損傷や術後合併症も見られ
なかった．また，単孔式腹腔鏡手術においては
従来法に比して，術後疼痛が軽度である可能性
が示唆された．今後も症例を重ねることによ
り，より安全で，しかも低侵襲な腹腔鏡手術手
技の確立に努めていきたい．
感染性心内膜炎と歯科口
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【目的】感染性心内膜炎（Infective Endocarditis：IE）
は，心臓内膜に細菌集簇を含む疣腫を形成する全身性
敗血症性疾患である．その治療，予防に関しては
AHA，JCSの両ガイドラインで論じられているが，歯
科口腔外科領域から検証した報告は少ない．
今回，われわれは，IE発症と口腔常在菌ならびに歯
科口腔外科処置との関わりならびに IE発症予防にお
ける抗菌薬の適正使用について検討を行ったので，若
干の考察を加え報告した．
【方法ならびに対象】検討 1：2000年 1月から 2010
年 12月までに当院心臓・血管内科で IEと診断された
患者 47症例を対象とし，1）IE発症の誘因なった可
能性のある処置，2）血液培養で検出された細菌種と
その抗菌薬感受性について検討した．検討 2：2012年
1月から 3月までに当科の口腔ケア専門外来を受診し
た IE患者ならびに IE発症リスク患者 27症例の口腔
常在菌とその抗菌薬感受性について検討した．
【結果】検討 1：1）口腔感染巣の存在や抗菌薬予防
投与をせず口腔内処置を施行するなど，IE発症に口
腔内の何らかの因子が関わったと思われる症例が 29
例 61％認められた．
2）IE発症患者の血液培養で同定された 31症例に，
Streptococcus, Staphylococcus, Enterococcus属などの口
腔内常在菌が検出された．その薬剤感受性を検討する
と，ABPC, PCGは約 75％で感受性を認めたが，CLDM, 
FMOX, LVFXでは 4～ 15％の耐性菌が認められた．
検討 2：検出された細菌種は Streptococcus, Neisseria，
Micrococcus，Staphylococcus属であった．Streptococcus, 
Staphylococcus属に対して薬剤感受性試験を行ったと
ころ，ABPC,PCGの感受性は 92.3％であったが，
FMOXは 30.8％，LVFXは 15.3％，CTM,EM,AZMで
は半数に耐性菌がみられた． 
【考察】口腔内の感染巣や観血的処置により IEが惹
起される可能性が示唆され，歯科口腔外科処置に関わ
る IE予防の更なる啓蒙が必要と考えられた．また，IE
予防には，ガイドラインに基づいたペニシリン系抗菌
薬の大量予防投与が有用であるが，口腔内常在菌に対
する抗菌薬耐性化もみられており，適切な抗菌薬の使
用が肝要と思われた．
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